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多良間島および水納島における現生陸産貝類相の調査報告
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はじめに
　多良間島の陸産貝類相については、Chinen（1976）

が 1974 ～ 1975 年に実施した調査に基づき現生種

の生息状況について、波部（1984）が 1983 年４

月に実施した調査に基づき現生種の生息状況および

化石種の産出状況について報告している。また、久

保（2019）は 2013 ～ 2016 年に多良間島および

水納島で実施した現地調査に基づき、現生種の生息

状況を報告している。琉球列島の陸産貝類は、地史

を反映し各島嶼で固有化した種が多く分布している

ことが知られているが、その一方で沖縄県レッド

データブックでも近年の急激な環境の変化による絶

滅危惧種の増加が示されている（久保 2017）。多

良間島や水納島を含む宮古諸島についても、新たな

外来種の侵入リスクや希少種の絶滅の危険性が指

摘されている（久保 2019）。このような状況の中、

これらの島嶼における陸産貝類の生息状況の推移を

把握することは、今後の保全策を検討する上でも極

めて重要である。

　沖縄県立博物館・美術館（以下、当館）では、「博

物館総合調査」として県内各離島の自然・歴史・文

化について継続的に調査・研究をしている。2019

～ 2024 年度は宮古諸島を対象に調査することとし

ていたが、著者らは、その一環で多良間島および水

納島の陸産貝類の生息状況調査や、現地の住民に聞

き取り調査を実施した。その結果、在来種の生息状

況に加え、文献記録の無い新たな外来種の侵入状況

について確認できたので、ここに報告する。また、
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図１　調査地点の位置
調査地点番号は、表１①～⑨と対応している。
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特に減少著しいと考えられるタラマケマイマイにつ

いては、生存を確認するための調査を行なったため、

その結果についても述べる。

方　　法
１．現生陸産貝類生息状況調査
　2023 ～ 2024 年に、多良間島８地点および水納

島１地点において現生陸産貝類の生息状況を調査し

た。調査地点の位置は図１および表１に示した。ま

た、調査日および調査者は表 1 に示した。

　各調査地点において、目視で発見した陸産貝類を

記録するとともに、同定のために一部を持ち帰った

（目視採集）。また、調査地点①・⑤・⑧・⑨につい

ては、地表のリター（落葉落枝層）を各調査地点に

つき約 100g 持ち帰り、実体顕微鏡下で微小種を抽

出した（リター調査）。なお、見つけ採り、リター

調査のいずれについても、生貝だけでなく死殻も

調査対象とした。種の同定には、「原色日本陸産貝

類図鑑」（東 1982）および久保（2019）を参照し

た。得られた標本は、当館にて収蔵している。なお、

Chinen（1976）、波部（1984）および久保（2019）

に記された多良間島および水納島における確認種の

組成については、本調査の結果と合わせて表２に示

した。

２．タラマケマイマイ生存確認調査
　タラマケマイマイは、Chinen（1976）および波

部（1984）により多良間島で記録されているが、

久保（2019）では確認されていない。著者の一人

である平野は、2016 年に多良間島を訪れた際、本

種の生貝を確認しているが、それを最後に生貝の目

撃情報は途絶えている。本調査においても、2024

年６月に調査地点②で死殻が確認されたものの（表

２）、生貝は確認できなかった。そこで、本種の生

存を確認するために、追加調査を実施した。本追

加調査は、当館主催の「移動展 in 多良間村（2025

年１月 24 日～ 26 日）」の設営・運営のため多良間

島に滞在していた菊川が実施した。

　調査日程は、2025 年１月 20 日～ 22 日および

１月 25 日～ 26 日で、2023 ～ 2024 年の現生陸

産貝類生息状況調査において本種の死殻が複数見つ

かった調査地点②を対象とした。調査は、本種の活

動が活発になると予想される夜間に、各調査日につ

き１～２時間程度実施した。林内および林縁の樹木

の樹皮や葉の裏、落ち葉の下などを丹念に探索した。

３．聞き取り調査
　2024 年 11 月 12 日、多良間島の自然や生物に

精通した故羽地邦雄氏のご遺族、羽地京子氏へ陸産

表１　各調査地点における調査方法と調査日

調査地点 調査方法 調査日（調査者）
【多良間島】
① 八重山遠見台周辺（林内・開放地） 目視採集・リター調査 2023年11月29日・30日（菊川・新山）

2024年６月26日（菊川・新山・平野）
② 宮古遠見台周辺（林内・林縁） 目視採集 2023年12月１日（菊川・新山）

2024年６月28日・29日（菊川・新山・平野）
③ 多良間村役場周辺（市街地） 目視採集 2023年11月29日（菊川）
④ ナガシガー（湧水周辺） 目視採集 2023年11月29日（菊川・新山）

2024年６月27日（菊川・新山・平野）
⑤ 電業所北側の海岸林（林内） 目視採集・リター調査 2023年11月30日（菊川）
⑥ 断層崖（林内） 目視採集 2024年６月28日（菊川・新山・平野）
⑦ 宮古市の森（林内） 目視採集 2024年６月26日（菊川・新山・平野)
⑧ 空港北側の海岸林（林内・林縁） 目視採集・リター調査 2023年11月30日（菊川・新山）

2024年６月28日（菊川・新山・平野）
【水納島】
⑨ 東側の集落跡〜海岸（林内） 目視採集・リター調査 2024年６月27日（菊川・新山・平野）

調査地点の番号は図１の①～⑨と対応している。
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貝類に関する聞き取りを行った。その際、数点の陸

産貝類の標本の提供を受けた。

　また、上述の「移動展 in 多良間村」では、展示

物のひとつとして多良間村に生息する陸産貝類の貝

殻、フィギュア、生態写真などを展示し、会期中に

観覧に訪れた住民に対し、タラマケマイマイや外来

種を中心に陸産貝類の目撃情報について聞き取り調

査を実施した。

結果と考察
１．現生陸産貝類生息状況調査
　今回の調査では、多良間島で 22 種、水納島で

11 種の陸産貝類を確認することができた（表２、

図２、図３）。そのうち新記録にあたるのは５種で、

うち１種は在来か外来は不明、４種は外来種であっ

た。

　Chinen（1976）、 波 部（1984）、 久 保（2019）

で記録されている種のうち、今回の調査で確認でき

なかったのは、ナガケシガイ、ヒラシタラ、マルナ

タネの３種であった。これら３種はいずれも微小種

であり、目視採集では検出が困難であることと、リ

ター調査を実施した調査地点が久保（2019）と比

較して少なかったことが発見できなかった要因と考

えられ、実際に不在だったとは断言できない。

　オカチョウジガイ属は、日本の陸産貝類において

特に分類学的研究が進んでいないグループである。

実際に、複数の隠蔽種が含まれる可能性もあり、今

後の研究が望まれる。本調査では、殻形態に複数の

パターンが確認された。そのため、本稿では便宜上、

オカチョウジガイ属の一種として、殻形態パターン

ごとに区別して扱った。

　本調査では、多良間島初記録となるナメクジ属が

確認された。本属は宮古島では記録があるものの、

多良間島ではこれまで確認されていなかった。本属

は、分子系統解析の結果、多数の隠蔽種を含む可能

性が報告されている (Ito et al. 2023)。予察的に多

良間島の本属の遺伝解析を行ったところ、ナメクジ
Meghimatium bilineatum であることがわかった（伊

藤舜 私信）。ただし、多良間島において本種が在来

かどうかは不明である。

　初記録となった外来種のうち、特にアジアベッコ

ウについては、本調査において住宅地や耕作地を中

心に生貝、死殻ともに多数確認された。久保（2019）

が 2013 ～ 2016 年に実施した調査では、アジアベッ

コウは確認されていないことから、本種の移入は、

その前後に起こり、現在まで急速に生息を拡大して

きたものと考えられる。本種は陸産貝類を捕食する

ことが知られており（Hirano et al. 2023）、今後の

在来陸産貝類への影響が懸念される。

２．タラマケマイマイ生存確認調査
　計 5 日間、延べ約７時間の夜間調査を実施したが、

タラマケマイマイの生存は確認できなかった。久保

（2019）は、本種が八重山諸島で現在も一定数生息

しており、種としての絶滅可能性は小さいが、タイ

プ産地の多良間島での生息状況を危惧している。久

保（2019）で確認されなかったことに加え、今回

の集中的な調査でも確認できなかったことから、本

種の多良間島における地域絶滅の可能性はさらに高

まった。

３．聞き取り調査
（1）羽地氏からの標本提供および聞き取りの状況

　今回の聞き取り調査の中で、羽地京子氏よりご主

人の故羽地邦雄氏が収集し保管していたシュリマイ

マイ種群（シュリマイマイ / ミヤコマイマイ）の死

殻標本について、複数個体の提供を受けた（図２

-22）。これらの種群の多良間島からの報告事例は

ないが、羽地氏によると、今回提供を受けた死殻は

間違いなく多良間島内で発見したもので、採集した

場所にも案内していただいた。また筆者が宿泊して

いた旅館の軒先に貝殻が多数飾られていたが、その

中にも他の海産貝類と混ざって本種群の貝殻があっ

た。隣接する宮古諸島には、ミヤコマイマイが移入

し生息しているが、もともと沖永良部島から久米島

にかけて分布する本種は、乾燥に強く、人里にも多

く生息するため、本来の分布域から外れた南大東島・

伊平屋島・宮古島・与那国島と父島への移入が確認

されている（亀田 2017）。多良間村の物流や人の

往来のほとんどは宮古島を経由することから、すで

に宮古島に定着しているミヤコマイマイが物資など

に紛れて移入することも十分に考えられる。しかし、

シュリマイマイ種群は貝殻の形態から種の同定が困



－ 38－

難であるため、今回提供を受けた標本がシュリマイ

マイあるいはミヤコマイマイとは断言できない。今

後生きた個体が発見される可能性もあるので、注視

していく必要がある。

　羽地氏より提供を受けた陸産貝類の標本の中に

は、殻の巻き方が異常なオキナワウスカワマイマイ

の奇形個体も含まれていた（図４）。この個体は、

2023 年 10 月に羽地京子氏と故羽地邦雄氏により

多良間島内で発見されたものとのことであった。発

見後、同氏の自宅で約１年間飼育されていたが、聞

き取り調査の時点では死亡しており、軟体部が腐敗

し乾燥が進んだ状態で提供を受けた。本標本は当館

に持ち帰ったのち、軟体部は 95％エタノールで保

存し、殻は洗浄し、当館に収蔵している。今後も同

じような変異個体が本個体の生息していた地点で発

見される可能性もあるので、地元住民からの情報の

収集が望まれる。

（2）「移動展 in 多良間村」での住民への聞き取りの

状況

　タラマケマイマイについては、観覧に訪れた住民

に写真や死殻などを見せ、形態や生態について説明

したが、多くの住民が本種を認識しておらず、数名

の住民が本種を見たことがあるとしたが、いつどこ

で見たか記憶が定かでなく、有力な生存情報は得ら

れなかった。

　外来種についても目撃情報を収集したが、ケショ

ウオカモノアラガイおよびソメワケダワラについて

は、2022 年に地元のテレビで報道されたこともあ

り、一部住民の間では既にその存在が認識されてい

た。アジアベッコウについては、住宅地周辺でよく

みられることもあり、認識している住民は多かった。

アシヒダナメクジについては、目撃情報は得られな

かったが、これは本種が転石の下などに生息し人目

につきにくいためと推測される。また、前述のシュ

リマイマイ種群についても、羽地氏から提供を受け

た死殻を展示して情報収集を試みたが、本種群を認

識している住民はいなかった。

まとめと今後の課題
　今回の調査を通して、多良間島および水納島の現

生陸産貝類の現時点における生息状況を記録するこ

とができた。特に、タラマケマイマイについては、

追加調査や住民への聞き取りも実施するなど、集中

的な調査を実施したが、生存個体を確認することは

できなかったことから、本種の多良間島での地域絶

滅の可能性は極めて高いと考えられる。外来種につ

いては新たに４種を記録した。その中には、アジア

ベッコウのように在来の陸産貝類を捕食する種も含

まれ、他にも本調査中に陸産貝類を捕食するニュー

ギニアヤリガタリクウズムシの移入も確認されてい

ることから（図５）、今後、在来陸産貝類への影響

をモニタリングしていく必要がある。

図 4　多良間島で発見されたオキナワウスカワマイマイ
の奇形個体

図５　多良間島で確認されたニューギニアヤリガタリク
ウズムシ（2024 年６月 28 日撮影）
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図２　多良間島および水納島で確認された陸産貝類の殻の写真

１．ヤエヤマヤマキサゴ　　 　２．ウスイロヘソカド　　  ３．ヒメオカモノアラガイ
４．ケショウオカモノアラガイ　　　５．タラマノミギセル　　  ６．ヒメベッコウ属の一種　
７．ソメワケダワラ　  　８．オカチョウジガイ属の一種Ａ　　 ９．オカチョウジガイ属の一種Ｂ
10. オカチョウジガイ属の一種Ｃ 　11. オカチョウジガイ属の一種Ｄ　　 12. ノミガイ　　
13. セルビリススナガイ　　 　14. スナガイ　    15. ヒメコハク
16. コスジキビ　　  　17. ナハキビ　　   18. オマオオベソマイマイ
19. タラマケマイマイ　　  　20. アジアベッコウ　　   21. オキナワウスカワマイマイ　
22. シュリマイマイ種群の１種
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図３　多良間島および水納島で確認された陸産貝類の生態写真

１．ヤエヤマヤマキサゴ　 　２．ウスイロヘソカド　 　３．アシヒダナメクジ　
４．ケショウオカモノアラガイ　 　５．ノミガイ　  　６．セルビリススナガイ　
７．ナメクジ　　　  　８．タラマノミギセル　 　９．コスジキビ　
10. アジアベッコウ　  　11. オマオオベソマイマイ　 　12. オキナワウスカワマイマイ


